
 
 

平成２１年４月１７日 

総合政策局 技術安全課  

河川局 防災課  

 「大規模自然災害時の初動対応における 

装備・システムのあり方検討委員会」（第２回）の開催について 

国土交通省では、昨年５月に緊急災害対策派遣隊（TEC-FORCE）を発足させ、岩手・宮城

内陸地震などにおける活動に、多方面から高い評価を頂きました。しかしながら、夜間及び悪天

候時における被災状況把握の困難性や、山間部におけるTEC-FORCE隊からの情報伝達の遅

れなど様々な課題が明らかとなりました。そこで、専門家で構成する委員会を設置し様々な情報

伝達機器や、新たなる観測技術を活用した迅速かつ適切な初動体制のあり方について昨年１１

月２８日に第１回委員会を開催し、ワーキンググループの審議を重ね、この度、提言（案）まとめ

ました。 

この提言（案）について審議していただくため、第２回委員会を下記のとおり開催致しますの

でお知らせします。 

 

記 

１ 日 時 

平成２１年４月２３日（木） １５：００～１７：００ 

 

２ 場 所 

中央合同庁舎２号館 低層棟 共用会議室３Ａ・３Ｂ 

 

３ 委員会の趣旨、メンバー 

別紙のとおり 

 

４ その他 

・傍聴は可能ですが、会議室のスペースの都合上、人数を制限する場合がありますので、

その際はご了承願います。 

・カメラ撮影は冒頭のみでお願い致します。 

 
 
 
 
 
 

問合せ先 

国土交通省 河川局 防災課 災害対策室   企画専門官 野仲 

ＴＥＬ ０３－５２５３－８１１１           （内線３５８１２） 

             総合政策局 技術安全課      安全防災対策官 三島 

（内線２５６０４） 



大規模自然災害時の初動対応における装備・システムのあり方検討委員会 

 

委員等名簿 

 

 

 

    天野 玲子  東京大学生産技術研究所 

             都市基盤安全工学国際研究センター研究員 

 

    大林 成行  東京理科大学名誉教授 

 

    河田 恵昭  京都大学防災研究所巨大災害研究センター教授 

 

    久保田弘敏  帝京大学理工学部教授 

 

    黒田 勝彦  神戸大学名誉教授 

 

    志方 俊之  帝京大学法学部教授 

 

    柴崎 亮介  東京大学空間情報科学研究センターセンター長 

 

    杉田 和博  元内閣危機管理監 

 

    鈴木 剛   東京電機大学工学部准教授 

 

    辻本 哲郎  名古屋大学大学院工学研究科教授 

 

    松田 芳夫  社団法人日本河川協会副会長 

 

    山内 弘隆  一橋大学大学院商学研究科教授 

 

 

(敬称略、五十音順) 

 

  (事務局) 

   総合政策局 技術安全課 

   河川局 防災課                      


